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宮代町インターネット放送局では、動画で町の魅力を発信しています。Youtubeで「miyashirotv」を検索！
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シニア対象講習会シニア対象講習会
スマホを使おうスマホを使おう

安心で安全な町へ安心で安全な町へ
交通死亡事故ゼロで表彰交通死亡事故ゼロで表彰

利用会員と提供会員との交流会利用会員と提供会員との交流会
ファミリーサポート事業ファミリーサポート事業

全校生徒の支援を能登半島に全校生徒の支援を能登半島に
須賀中生徒会から義援金須賀中生徒会から義援金

「シニア向け スマホ講習会」を1月から２月にか
けて開催しました。講座は少人数制で1回３時
間。進修館、和戸・川端公民館でのべ75人が
参加しました。カメラなどの基本編からマイナ
ンバー申請までの内容。参加者は、「家に帰っ
たら復習」と意欲的です。今後の開催は広報等
でお知らせ予定です。 健康介護課

令和５年度中の宮代町の交通死亡事故がゼロ
件だったことを受け、県内の9市町とともに２月
７日、県民健康センターにおいて大野県知事
から新井町長へ「交通死亡事故ゼロ市町村」
の表彰状が手渡されました。令和６年もみん
なで交通ルールとマナーを守り、安心安全な
宮代町にしていきましょう。  町民生活課

子どもの送迎や預かりを援助するファミリー
サポート事業の利用会員と提供会員の交流
会が開催されました。「提供会員が家に居る
ので親も安心」、「自分のできる範囲で無理な
く続けたい」などの意見があり、和気あいあ
いの交流会でした。子育て支援の輪が今後
も広がっていきますように ! 子育て支援課

「令和6年能登半島地震災害義援金」が須賀中
学校生徒会から町長に渡されました。生徒会
が発案し校門に立ち生徒や保護者、教職員か
ら集めた48,538円の義援金。町では、社協、
役場に募金箱を設置、日本赤十字社を通して
被災地に届けます。皆さんの支援をお願いし
ます。　　　　 社会福祉協議会、福祉課

職員を派遣
能登半島被災地支援能登半島被災地支援

町は１月２９日から8日間、職員１名を石川県七
尾市に派遣しました。避難所での生活支援が
目的。ゴミ出し、掃除、物資の配給など、1
日１２時間の作業を1週間続けました。「わが事
として活動し、たくさんのことを学んだ」と派
遣された職員。また、2月12日からの8日間
は罹災証明書の発行事務支援として職員1名
を派遣しました。今回の現場での経験を町の
防災対策に生かしていきます。 町民生活課

罹災証明書事務支援罹災証明書事務支援 避難所支援避難所支援

▼俳句、短歌等の投稿は、住所・氏名・電話番号を記入し、〒345・8504￼宮代町役場「広報みやしろ」まで。漢字には必ずふりがなをつけてください。
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